
令和7年度 評価報告（取り組みと成果） 

Ⅰ 学園教育目標  

確かな知恵と知的探究心を基盤として、自ら学び主体的に考える力と 

たくましく生きる力を身につけた子どもを育成する。 

『 自律 ・ 見識 ・ 貢献 』 

 

Ⅱ 学園キャッチフレーズ 《めざす学園生像  自分の意見を発信できる子》 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本年度の教育活動のアンケートの結果                                     

                                鳥屋学園の良いところはどんなところですか。（学園生・保護者・教職員記述より） 

学園生（１～9 年）・保護者・教職員を対象とした教育活動に

ついてのアンケートは、すべての質問に、7 割以上の肯定的

な回答であった。充実した学園の強みは、心理的安全性の

中で培われる、学年を越えた教育活動と、それによって醸

成される温和な人間関係のなかで育まれた“優しい”校風に

ある。   

                                 

取り組み  学年を超えた交流（縦のつながり） 

成果・全学年の融和：  アンケートの全対象者（生徒・保護

者・教職員）が、1〜9 年生が仲良く活動している点を高く

評価している。休み時間に前期・後期課程の生徒が一緒に

遊ぶ光景（ドロケイなど）が日常的に見られる。 

・上級生のリーダーシップ：  9 年生や 6 年生が下級生

の面倒をよく見、掃除や行事で適切なフォローを行って

いる。 

学園キャッチフレーズ 

自分の意見を発信できる子 

【豊かな心】 

思いやりのある子 

【確かな学力】 

よく考える子 

【健やかな体】 

がんばりぬく子 



       （前期リーダー）６年生の経年変化           （全学園リーダー）９年生の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・保護者の視点：  「他校にはない年齢差を

超えた関わり」が、子の思いやりの心を育て、

将来をイメージしやすい環境を作っていると

の評価が多い。 

 

 

 

 

安心・安全な環境 

環  境：  「校舎が新しく綺麗」「自然が豊か」という物

理的環境が、また、地域に見守られていることが学園生

の情緒安定に寄与している。 

 

素直な校風：  教職員は、学園生が「素直で人を責めな

い」「他者を受け入れる優しさ、受け入れられる」ことを

大きな強みとして挙げている。 

 

成果   学園生の成長 

教育活動を通じ、学園生は自己の成長を多角的に実感している。 

具体的な成長内容（学園生・保護者の回答より） 

発信＝ICT（スライド作成）・発表、タイピングスキ

ルの向上、大勢の前での発言。 

リーダーシップ＝ステージリーダーとしての自覚、

委員会活動での積極的な発言、行事の進行。 

学習＝計画的なテスト勉強（後期課程）、漢字・音

読・計算の習得（前期課程）。 

生活＝人間関係,相手の気持ちを考える、協力す

る、自分から声をかける。 



成長を促した主な活動 

● 輝鳥祭（文化の部・体育の部）  ダンス、劇、合奏、応援団などを通じ、一つの目標に向かって協力す

る達成感を経験した記述が多い。 

● わかばっ子活動   異学年集団での役割遂行が、自発的な行動の契機となっている。 

● 1 ステージの係活動  自分たちで生活を楽しくするという意識の向上につながっている。 

１６ 自分ができるようになったことを書いてください（1 ステージ）   １９ 自分が成長したところ  ２０ 自分の成長につな  

がった教科・行事・活動について (2・3 ステージ) 

ユーザーローカル AI テキストマイニングによる分析（ｈｔｔｐｓ：//textmining.userlocal.jp/） 

学園生の声 

● 「社会の学習で自分が知ったことをスライドにまとめ、発表できるようになった。」（6 年） 

● 「他校と違い小学生・中学生関係なく仲良く遊んでいる。先生が多く相談しやすい。」（6 年） 

● 「本部に入っていたことで、人前で話すことや、行事の進行などができるようになった。」（9 年） 

保護者の声 

● 「先生方が学園生一人一人を大切に接してくださっていて感謝しています。」（7 年保護者） 

● 「ステージのリーダーとして意識をし、応援団の副団長になり、チャレンジする気持ちを持った。」（４

年保護者） 

● 「少人数ながらもイベントや活動が多く、生徒が楽しんで取り組んでいる。」（5 年保護者） 

教職員の声 

● 「素直さと幼さが強み。一方で、大人びていない分、向上心や根気強さに課題を感じることもある。」 

● 「大人が多いので、すぐに助けてしまう。どんな距離感で関わるかを職員間で一貫して実践する必要

がある。」 

● 「帰りの会でがんばっていた人を認め合う場を設定し、自己肯定感を高める工夫をしている。」 

学校運営協議員より   第第６回 学校評価の結果報告より 

   ●次年度の新入生が 2 名ですくない。現在の不登校の人数は、実質はいない現状である。 

   ●校内研のテーマを踏まえて、1 年から 9 年の連続した学びを積み上げていくような取り組みを授業

を中心にやっていくことがよいのではないか。 

   ●通知表の示し方を自分事にねらいをもとに見える化していくことが有効ではないか。 

    評議会としてサポートできることはないか。 

   ●個別に目当てを考えていく大変さがあるのではないか。→少人数のメリットを生かして見とれること

はできる。 

 



課 題 

教育課題と改善に向けた視点 アンケート結果からは、今後の教育活動で重点を置くべき課題も浮き彫りに

なった。（教職員の視点）  特定された弱みと課題 

● 基礎学力の定着                                 ２３ 弱みを解決する具体的な手立てとは 

教職員より、学習意欲のばらつき、家庭学習習慣の欠如、語彙力

の少なさが指摘されている。 

自信のなさが、学力の基盤不足に起因しているとの分析がある。 

● 発信力と主体性の欠如 

「自分の意見を言葉にするのが苦手」「全体の前で話す際に声が

小さい」といった課題。「教員や保護者任せ」な側面があり、自分

で考えて行動する力がまだ弱い。 

● レジリエンス（乗り越える力）の不足 

失敗を過度に恐れる、変化に弱い、困難に直面した際に折れやす

いといった傾向。大人が先回りして助けすぎる環境（過干渉）への懸念。 

具体的な改善策（教職員の提案） 

● 外部刺激の導入   地域の人や他校との交流を増やし、社会性を発揮する場面を広げる。 

● PDCAサイクルの自走支援   成功も失敗も経験させるために、教員が手を出しすぎず、見守る姿

勢を徹底する。 

● 基礎力の強化  個別の学習支援、読書による語彙拡充、ソーシャルスキルトレーニングの実施。 

● キャリア教育の再定義   目標を「つながる力」から「乗り越える力」へとシフトし、困難に立ち向かう

姿勢を育成する。 

 

次年度に向けて 

鳥屋学園は、義務教育学校ならではの「縦のつながり」と「温

かな人間関係」を基盤に、学園生の安心感と社会性を着実に育て

ている。今後は、この地域から支援、心理的安全性を維持しつつ、

学園生が自らの力で困難を乗り越え、自信を持って社会へ羽ばた

けるような教育活動の仕掛けを考えていく。 

「基礎学力の確実な定着」 と 「自立した主体性

の育成」に重点を置いた教育活動の進展へ 

 

Ⅱ 学園キャッチフレーズ 《めざす学園生像  自分の意見を発信できる子》 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 学園ベース《めざす学園像 学園生が主役・安心、安全で自信が生まれる学園》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学園キャッチフレーズ 

自分の意見を発信できる子 

【豊かな心】 

思いやりのある子 

【確かな学力】 

よく考える子 

【健やかな体】 

がんばりぬく子 

 
学園生が主役 

安心・安全 

学 級 
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全学園 
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